
官
尊
民
卑
の
時
代
に
私
立
医
学
校
と
し
て
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
繁
栄
し
た
済
生
学
舎
、
慶
応
義
塾
医
学
所
、
成
医
会
講
習
所
の

発
展
史
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
済
生
学
舎

現
在
の
日
本
医
科
大
学
の
源
流
の
「
済
生
学
舎
」
は
、
明
治
九
年
四

月
九
日
、
長
谷
川
泰
に
よ
り
本
郷
元
町
一
丁
目
六
十
六
番
地
（
現
順
天
堂

大
学
裏
）
に
創
立
さ
れ
た
。
初
期
の
教
師
は
、
長
谷
川
泰
（
元
第
一
大
学

区
医
学
校
長
・
三
十
三
歳
）
と
弟
の
長
谷
川
順
次
郎
準
医
学
士
・
同
郷
の

げ
ん
し
ゆ
う

山
崎
元
脩
準
医
学
士
の
三
人
の
教
師
を
中
心
に
開
校
さ
れ
た
。

明
治
十
七
年
に
は
全
国
か
ら
医
学
を
志
す
学
生
が
集
ま
り
、
四
百
八

十
四
名
在
学
し
、
教
師
は
十
六
名
に
達
し
た
。
（
長
谷
川
泰
は
明
治
十
五
年

ゆ
し
ま

に
学
校
を
湯
島
四
丁
目
に
移
転
し
て
い
る
。
）
更
に
明
治
十
七
年
に
「
東
京

医
学
専
門
学
校
・
済
生
学
舎
」
と
称
し
、
東
京
府
知
事
と
文
部
省
に
届

出
て
い
る
。

学
内
も
次
第
に
充
実
し
、
吉
岡
弥
生
が
明
治
二
十
二
年
か
ら
二
十
五

し
た
り
し
て
い
る
。

こ
こ
に
当
時
の
人
び
と
の
生
活
と
宗
教
の
強
い
か
か
わ
り
あ
い
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
平
成
五
年
一
月
例
会
）

明
治
初
年
の
私
立
医
学
校
「
済
生
学
舎
・

慶
応
義
塾
医
学
所
・
成
医
会
講
習
所
」
に
つ
い
て唐

沢
信
安

年
ま
で
在
学
し
て
い
る
。
野
口
英
世
も
明
治
二
十
九
年
十
月
よ
り
三
十

年
八
月
三
十
日
迄
、
約
一
年
間
済
生
学
舎
に
学
ん
で
い
る
。

明
治
三
十
一
年
暮
か
ら
明
治
三
十
二
年
に
か
け
て
「
大
日
本
医
会
」

た
か
き
か
ね
ひ
ろ

（
会
長
高
木
兼
寛
・
会
員
四
万
人
）
か
ら
「
医
師
会
法
案
」
が
国
会
に
提

．
い
り
さ
わ
た
つ
き
ち

出
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
東
京
大
学
医
科
大
学
の
教
授
入
沢
達
吉
、
青
山

胤
道
等
六
十
名
は
「
医
師
会
法
案
反
対
同
盟
」
を
造
り
激
し
い
反
対
運

動
を
起
こ
し
た
。
そ
の
結
果
貴
族
院
で
否
決
さ
れ
廃
案
に
持
ち
こ
ま
れ

た
。

反
対
同
盟
は
「
明
治
医
会
」
と
改
称
し
、
私
立
医
学
校
撲
滅
運
動
（
医

学
教
育
の
統
一
論
）
を
起
こ
し
、
済
生
学
舎
の
廃
校
を
目
標
に
し
て
高
等

教
育
会
議
で
協
議
を
し
た
。
明
治
三
十
六
年
三
月
「
専
門
学
校
令
」
を

勅
令
の
型
で
発
布
し
、
済
生
学
舎
の
存
続
を
文
部
省
は
認
め
な
か
っ
た
。

独
り
苦
し
ん
だ
長
谷
川
泰
は
、
つ
い
に
「
廃
校
宣
言
」
を
出
し
た
。

二
、
慶
応
義
塾
医
学
所

現
在
の
信
濃
町
に
あ
る
慶
応
大
学
医
学
部
は
大
正
六
年
に
造
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
明
治
六
年
十
月
に
、
福
沢
諭
吉
は
高
弟
の
松
山
棟
庵
と
協
議

の
上
、
慶
応
義
塾
の
一
分
科
と
し
て
、
松
山
棟
庵
の
自
由
裁
量
の
下
で

医
学
科
を
設
け
た
。
修
業
年
限
は
二
ケ
年
で
、
主
と
し
て
ハ
ル
ッ
ホ
ル

ン
の
教
科
書
を
用
い
た
。
医
学
所
は
新
宮
凉
園
、
杉
田
武
、
松
山
誠
二

等
が
助
け
た
。
七
年
間
続
い
た
が
、
明
治
十
三
年
本
校
の
慶
応
義
塾
の

経
営
が
急
激
に
悪
化
し
、
経
営
危
機
に
陥
っ
た
た
め
、
慶
応
医
学
所
は

廃
校
と
な
っ
た
。
そ
の
問
三
百
余
名
の
卒
業
生
を
出
し
た
が
、
西
南
戦

争
後
の
イ
ン
フ
レ
で
学
生
が
減
少
し
、
継
続
不
能
と
な
っ
た
。
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そ
の
後
大
正
五
年
十
二
月
、
北
里
柴
三
郎
の
新
し
い
構
想
の
元
に
文

部
省
の
認
可
が
下
り
、
信
濃
町
の
二
万
坪
の
軍
用
地
の
払
下
げ
を
受
け

た
。
天
皇
よ
り
三
万
円
の
御
下
賜
金
が
あ
り
、
財
界
よ
り
三
百
万
円
の

寄
附
が
集
り
、
今
日
の
慶
応
大
学
医
学
部
が
誕
生
し
た
。

三
、
成
医
会
講
習
所

た
か
き
か
ね
ひ
ろ

現
在
の
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
は
、
高
木
兼
寛
に
よ
り
留
学
先
の
セ

ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
医
学
校
の
様
式
を
と
り
入
れ
て
造
ら
れ
た
大
学

及
附
属
病
院
で
あ
る
。
そ
し
て
皇
室
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
貧
民
救
済

の
慈
善
病
院
で
あ
る
慈
恵
医
院
を
追
っ
た
。

も
る
か
た

む
か
さ

高
木
は
宮
崎
県
東
諸
県
郡
高
岡
町
穆
佐
の
出
身
で
あ
る
。
明
治
五
年

り
宮
フ
さ
く

海
軍
に
入
り
、
恩
師
石
神
良
策
と
英
人
医
師
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
の
推
薦
で
英
国
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
医
学
校
に
五
年
間
留
学

し
、
優
等
生
で
卒
業
し
た
。
高
木
兼
寛
は
帰
国
し
た
翌
年
の
明
治
十
四

や
り
や

年
五
月
一
日
、
「
成
医
会
講
習
所
」
を
京
橋
区
鎗
屋
町
の
東
京
医
学
会
社

の
一
室
を
借
り
て
夜
学
で
開
校
し
た
。
次
い
で
天
光
院
に
一
時
移
転
し
、

明
治
十
五
年
十
一
月
か
ら
二
十
四
年
一
月
ま
で
、
「
海
軍
医
務
局
学
舎
（
軍

医
学
校
こ
と
同
居
し
た
。
講
義
は
主
に
海
軍
軍
医
が
行
っ
た
。
修
業
年

限
は
四
年
で
、
明
治
二
十
四
年
四
月
に
海
軍
軍
医
学
校
と
分
か
れ
独
立

し
た
。明

治
三
十
六
年
に
は
教
育
も
充
実
し
、
「
私
立
東
京
慈
恵
医
院
医
学
専

門
学
校
」
に
昇
格
し
た
。

（
平
成
五
年
三
月
例
会
）

の
坐
帯
“
父
紹
介
宋
湫
事
の
坐
誌
必
窯
泌
委
取
奉
の
坐
誇
必
雪

弓
四
丙
①
○
ｚ
シ
の
シ
母
○
“

国
厨
さ
ご
具
旨
ご
色
冒
＄
①
冨
旦
胃
冒
①
旨
芽
①
国
号
因
門
騨
１
房
肋

⑰
＠
国
画
』
四
目
』
命
屋
写
昌
『
四
］
ご
秒
ａ
弄
瞬
胃
◎
臣
冒
邑
肋
．

欧
米
の
言
語
に
よ
る
日
本
医
学
史
に
つ
い
て
の
著
作
は
残
念
な
が
ら

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
こ
の
「
情
報
の
貧
困
さ
」
の
た
め
で
あ
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
明
治
四
十
四
年
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
発
行
の
富
士

川
瀞
著
「
ｏ
の
め
の
亘
ｏ
三
の
号
門
目
①
島
圃
旨
冒
旨
冒
ロ
」
が
一
九
七
六
年
に

な
っ
て
も
ド
イ
ツ
の
出
版
社
に
よ
り
そ
の
ま
ま
再
出
版
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
人
類
の
医
学
と
そ
の
歴
史
を
描

写
し
て
い
る
著
作
の
中
に
は
、
日
本
に
関
し
て
一
章
を
割
い
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
閏
の
８
吋
①
号
訂
冨
①
ｓ
ｎ
言
①
》
号
訂
勺
富
岡
日
四
Ｑ
①
｝

Ｑ
①
一
マ
シ
耳
口
⑦
昌
臼
昂
２
号
一
）
醇
耳
く
酔
酔
冒
巴
昂
」
（
パ
リ
、
一
九
七
八

年
）
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
概
括
的
な
著
作
の
場
合
、
そ
の
範
囲
、
目
標
、

ぺ
ｌ
ジ
数
な
ど
に
制
約
が
あ
っ
て
、
日
本
の
紹
介
は
き
わ
め
て
一
般
的
、

概
略
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
み
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
科

学
史
の
一
環
と
し
て
日
本
医
学
の
歴
史
的
発
展
を
追
及
し
て
い
る

普
哩
日
○
ｓ
》
の
言
巴
吊
共
著
詞
９
９
８
陣
○
巳
自
制
旨
目
３
９
‐

《
ご
ロ
四
二
画
目
己
（
東
京
、
一
九
八
九
年
）
は
最
近
出
版
さ
れ
た
力
作
で
あ

る
が
、
か
な
り
の
専
門
的
知
識
を
必
要
と
し
、
恐
ら
く
知
日
派
の
主
要
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